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１．緒言・目的 

バスケットボールにおいてシュート成功率が勝敗におよ

ぼす影響は大きく，シュートは重要な基本技術とされてい

る． 

世界的にバスケットボールのシュートは，ワンハンドシ

ュートが主流になっている．一方で，日本の女子選手にお

いてはボースハンドシュートが主に用いられていることが

指摘されている． 

長身選手の少ない日本チームが世界で勝つために，先進

的なシュート技術であるワンハンドシュートを身につける

ことが重要と考えられる． 

本研究では，中学生，高校生および大学生の女子バスケ

ットボール選手に焦点をあて，ワンハンドシュートおよび

ボースハンドシュートの活用実態を明らかにした．特に，

各シュート（ワンハンド，ボースハンド）の使用頻度およ

び成功率と，シュート方法，シュート距離，年代との関係

について明らかにすることで，ワンハンドシュートの技術

的メリットおよび移行する適切なタイミングについて検討

した． 

２．研究方法 

【調査対象】 

中学生 7試合/14チーム；高校生 6試合/12チーム（；大

学生 5 試合/10 チームを対象に，ビデオカメラ（59.94fps，

NIKON D7200）により試合中のプレー映像を取得した．分

析に用いたシュートは，計 3074本であった． 

【分析項目】 

シュート技術（ワンハンドシュート，ボースハンドシュー

ト）の選択およびシュート成功率（成功，失敗）に関わる

要因として，「シュート方法」，「シュートエリア」とした． 

シュート方法：①セットシュート，②ジャンプシュート，

③レイアップ. 

シュートエリア：①3P，②3Pから制限区域，③制限区域

からゴール下，④ゴール下，⑤フリースロー．レイアップ

シュートはシュートエリアが固定されないため，シュート

エリアのデータから除いた． 

【データの処理】 

分布の適合度の検定には χ2検定を用いた．変数間の独立性

の検定には，χ2検定を用いた．χ2検定で有意な関連が認め

られた項目については，残差分析を行なった． 

３．結果及び考察 

「ゴール下」および「制限区域からゴール下」における

ワンハンドシュートの頻度は有意に高かった（p < .01）． 

「3P」，「3Pから制限区域」および「フリースロー」にお

けるワンハンドシュートの頻度は有意に低かった（p < .01）．  

 

「制限区域からゴール下」および「ゴール下」における

ワンハンドシュートの成功率はそれぞれ有意に高かった 

（制限区域からゴール下：p < .01，ゴール下：p < .05） 

４．結論 

・ワンハンドシュートのシュートの成功率が高いシュート

技術であること推察された．ワンハンドシュートの技術

的な優位性があると考える． 

・ワンハンドシュートへの移行のタイミングとして

は中学校期が適切ではないかと考えられる． 
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